
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

交
野
市
は
「
事
前
推
進
調
査
」

へ
の
協
力
を
保
留 

 

国
土
交
通
省
は
２
０
２
３

年
、
施
工
上
の
課
題
解
決
の
た

め
、「
事
前
推
進
調
査
」
に
着
手

す
る
と
発
表
。
今
年
に
入
り
、

事
業
主
体
で
あ
る
鉄
道
・
運
輸

機
構
よ
り
、
交
野
市
域
で
の
地

質
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
協
力
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
現

時
点
で
は
、
調
査
は
地
質
関
係

調
査
等
に
限
ら
れ
、
大
阪
府
内

で
は
地
下
水
関
係
調
査
は
行
わ

れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

市
は
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
表
明
し
ま
し
た
。 

 
 

 

 

全
員
協
議
会
で
、
日
本
共
産

党
は
、
交
野
の
地
下
水
を
守
る

立
場
か
ら
、
必
要
な
調
査
を
求

め
て
い
く
市
の
立
場
に
賛
同

す
る
と
と
も
に
、
環
境
影
響
評

価
の
調
査
の
進
捗
な
ど
の
情

報
把
握
を
求
め
ま
し
た
。 

 

表
面
よ
り
続
く 

 

「訪問介護費の引き下げ撤回を求める意見書」 
 賛成少数で否決 

６
月
議
会
で
大
阪
社
会

保
障
推
進
協
議
会
か
ら
提

出
さ
れ
た
「
訪
問
介
護
費
の

引
き
下
げ
撤
回
と
、
介
護
報

酬
引
き
上
げ
の
再
改
定
を

早
急
に
行
う
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
」
は
、
本
会
議
で

賛
成
６
、
反
対
８
で
否
決
さ

れ
ま
し
た
。 

【
日
本
共
産
党
の 

賛
成
討
論
（
要
旨
）】 

今
年
４
月
の
介
護
報
酬

改
定
で
は
、
在
宅
で
の
介
護

を
支
え
る
訪
問
介
護
の
基

本
報
酬
が
２
～
３
％
も
引

き
下
げ
ら
れ
、
身
体
介
護

（
入
浴
・
排
せ
つ
・
食
事
な

ど
）
、
生
活
援
助
（
調
理
・

洗
濯
・
掃
除
な
ど
）
、
通
院

時
の
車
の
乗
降
介
助
な
ど

が
軒
並
み
マ
イ
ナ
ス
改
定

と
な
り
、
介
護
現
場
か
ら

「
事
業
所
を
つ
ぶ
す
つ
も

り
か
」
「
在
宅
介
護
を
崩
壊

さ
せ
る
の
か
」
と
怒
り
の
声

が
あ
が
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
も
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
賃
金
や
待
遇
は

低
く
抑
え
ら
れ
、
深
刻
な
人

手
不
足
が
続
き
、
ヘ
ル
パ
ー

の
約
４
割
が

60

歳
以
上

と
、
担
い
手
の
高
齢
化
も
進

ん
で
い
る
。
ま
た
、
訪
問
介

護
事
業
所
の
約
４
割
が
赤

字
の
経
営
で
、
物
価
高
騰
や

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
加
わ

り
、
２
０
１
９
年
～
23
年

度
の
５
年
間
に
、
全
国
の
訪

問
介
護
事
業
所
の
４
分
の

１
に
あ
た
る
８
６
４
８
ヵ

所
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
。 

 

政
府
が
報
酬
引
き
下
げ

を
撤
回
し
な
け
れ
ば
、
小
規

模
事
業
所
の
撤
退
は
ま
す

ま
す
加
速
し
、
在
宅
介
護
が

成
り
立
た
な
い
事
態
が
進

む
。 基

本
報
酬
引
き
下
げ
の

撤
回
と
、
介
護
報
酬
引
き
上

げ
の
再
改
定
、
介
護
保
険
へ

の
国
庫
負
担
の
引
上
げ
を

強
く
求
め
、
意
見
書
の
提
出

に
賛
成
す
る
。 

６月 
議会 

               

賛否の結果 
（賛成〇 反対×） 

共産
にじい
ろ対話 

維新 
みんな
の交野 

 
市民 公明 

案件名 皿 
海 

藤 
田 

松
村 

安
部 

岡
田

(

伴) 堀 

岡
田

(

智
） 

坂
本 

松
永 

松
本 

黒
田 

野
口 

山
下 

中
谷 

三
浦 

訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報
酬引き上げの再改定を早急に行うこ
とを求める意見書 

○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ × ×  

      

議
長 

◆
現
時
点
に
お
い
て
、
本
市
が

表
明
し
て
い
る
懸
念
に
対
し
、

鉄
道
・
運
輸
機
構
側
か
ら
、
市

域
内
で
地
下
水
環
境
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
や
、
ト
ン
ネ
ル

施
工
手
法
を
地
下
水
に
影
響

の
少
な
い
シ
ー
ル
ド
工
法
と

す
る
等
の
明
確
な
返
答
が
な

い
。 

本
市
の
懸
念
が
払
し
ょ
く

さ
れ
る
対
応
が
示
さ
れ
な
い

な
か
で
は
、
事
業
推
進
に
対

す
る
全
面
的
な
協
力
は
困
難

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
現
在

求
め
ら
れ
て
い
る
地
質
関
係

調
査
（
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
）

へ
の
協
力
は
保
留
せ
ざ
る
を

得
な
い
。 

 
◆
引
き
続
き
鉄
道
・
運
輸
機

構
と
協
議
を
継
続
し
、
水
源

で
あ
る
地
下
水
へ
の
影
響
に

対
し
誠
意
あ
る
対
応
を
求
め

て
い
く 

 


